
圧力レンジ／ダイヤフラム の選定について

圧力レンジ／ダイヤフラム選択チャート
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ボディボルト接続コネクター

圧力ポート

可変リアクタンス圧力トランスデューサーの優れた性能を充分に生かすためには、圧力測定の目的に最も適するモデルと
そのダイヤフラムの圧力レンジを正しく選択することが必要です。

ダイヤフラム 選定方法
33 種類（Dash No.06 ～ No.70）のダイヤフラムの中から最も適した物を選ぶには次のように行います。

　① 測定単位（kPa, PSI, Torr, mmHg など）を選択します。
　② 測定する圧力が最大どのくらいかを決定します。
　③ 圧力レンジ選択チャートの表を見て、まず①と②で決められた数値が何処であるかを見つけます。
　　 ※ 表中に記された数値の中間にある場合には、圧力の高い方の数値を選びます。
　④ 選ばれた数値の行の1 番左側の二桁の番号がダイヤフラムの Dash No. となります。

＜例１＞
± 2.5kPa のトランスデューサーを得るためには No.26 のダイヤフ
ラムを選び出します。
また± 3.5kPa のトランスデューサーの為には、同じくNo.26 のダイ
ヤフラムを選びます。
すなわち No.26 のダイヤフラムを持つトランスデューサーは ± 
2.2kPa から± 3.5kPa までの間の任意のフルスケール圧力レンジで
校正することができます。

＜例２＞DP15 で 10kPa F.S のダイヤフラム Dash No. を求める場合
kPa の測定単位の列を見ます。
10kPa は 8.6kPa と 14.0kPa の中間にあるため 14kPa の方を選び
ます。それに対応するDash No. は 32 番となります。
したがって圧力トランスデューサー DP15 に 32 番のダイヤフラムが
内蔵された型番は DP15-32 になります。尚、この DP15-32 は
8.6kPa から 14.0kPa 間の任意の値の F.S でキャリブレーションを
行うことが出来、高精度な圧力測定が可能です。
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560000
880000
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